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三
大
荒
神

空
海
も
修
行

荒
神
社
（
野
迫
川
村
）

莢莢

莢莢

杉が軒を貫く拝殿‖野迫川村池津川で（同村産業課提供）

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
野
迫
川
村
池
津
川
３
４
７

（
祭
神
）
火
産
霊
神
、
誉
田
別
命

（
交
通
）
南
海
高
野
山
駅
か
ら
バ
ス
約
１
時

間
（
土
日
祝
の
み
、
要
予
約
）
、

五
條
市
か
ら
車
約
１
時
間

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
有
（
無
料
）

（
電
話
）
０
７
４
７
・

・
２
０
０
１

荒
神
社
は
通
称
｢
立
里
荒

神
｣
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

創

建
の
確
か
な
年
代
は
分
か
り

ま
せ
ん
が

西
暦
８
０
０
年

こ
ろ
と
さ
れ

笠
山
荒
神
(
桜

井
市
)

清
荒
神
(
兵
庫
県
宝

塚
市
)
と
と
も
に
日
本
三
大

荒
神
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て

い
ま
す

県
西
南
部
で
す
が

高
野
山
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の

方
が
良
く

奥
高
野
の
秘
境

と
呼
ば
れ
る
野
迫
川
村

荒

神
岳
の
標
高
１
２
４
２
㍍
に

鎮
座
し
て
お
り

こ
こ
か
ら

望
む
雲
海
は
見
事
で
す

当
神
社
の
三
宝
大
荒
神
略

縁
起
で
は
空
海
が
高
野
山
を

開
山
す
る
際
に
修
行
し
、
三

宝
荒
神
を
勧
請
し
た
と
も
伝

わ
る
弘
法
大
師
ゆ
か
り
の
お

宮
で
す
。
熊
野
参
詣
道
小
辺

路
の
東
側
に
あ
り
、
古
く
か

ら
高
野
山
と
結
ぶ
神
仏
習
合

の
宮
で
、
明
治
ま
で
宝
積
院

と
称
し
て
い
ま
し
た
。

祭
神
は
火
産
霊
神
と
誉
田

別
命
で
す

火
産
霊
神
は
阿

弥
陀
如
来
が
本
持
仏
で
商
売

繁
盛

火
の
神

竈
の
神
と

し
て
火
や
竈
に
か
か
わ
る
職

業
の
人
や
高
野
山
参
詣
の
人

々
を
中
心
に
全
国
か
ら
あ
つ

い
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

奥
深
い
山
中
で
す
が
、
広

い
駐
車
場
、
食
事
処
や
土
産

物
店
も
あ
り
、
参
籠
で
き
る

施
設
も
あ
り
ま
す
。

大
鳥
居
か
ら
社
殿
ま
で
つ

づ
ら
折
れ
に
石
段
の
参
道
が

続
き
、
連
続
す
る
白
木
の
鳥

居
が
荘
厳
で
神
秘
的
で
す
。

拝
殿
は
軒
が
円
形
に
く
り

ぬ
か
れ
、
そ
こ
を
杉
の
幹
が

貫
通
し
て
お
り
、
木
の
生
命

力
・
気
を
得
る
パ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
で
も
あ
り
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

柏
尾
信
尚
）


